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＜連絡事項＞

・医療機能評価について～医療機能評価にて提出するカルテの確認を行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・島脇　てる様～ヒューマリン1本処方されています。

・中村　清枝様～本日、昼食後に嘔吐数回あり、また右手首に痺れがあることからCT施行しています。

頭部CT上異常所見ないことから、本日昼からナウゼリン(制吐剤)、アポプロン1A(降

圧剤)処方されています。

日直医の佐々木先生へ状態報告し、本日夜勤帯においても血圧高値となるようであれ

ば、アポプロン筋注の指示を出すとの事。血圧値の観察・意識レベル・麻痺などの観

察を行っていきましょう。

・慶長　節子様～深夜帯から不眠で経過しており、また他者への暴言あり、落ち着かない様子であることからDrへ報告行っています。薬の処方はなく、Drからは、部屋移動を行うや介入方法を工夫する等で対応し様子観察行って下さいとの事でした。今後、睡眠状況の確認も行い、介入時においても介入方法を工夫し対応を行っていきましょう。

・中村　文俊様～本日、家族様(妻、従兄)と看護、SWで今後の方向性について話し合っています。

最初、自宅退院に向けて進めていましたが、話し合う中で今の妻様の状況や近くに身内が少ない事から自宅退院は難しいのではないかとなり、施設退院で考えていく事となりました。退院に向けスムーズな運びとなるよう介入方法や夜間の睡眠状況の確認、排泄状況の確認の徹底を行い対応していきましょう。

・松倉　金作様～本日7時から排尿確認できていないことから、日直医の佐々木先生へ報告しています。

予測指示の導尿を行うよう指示あり、時施行しています。

8月6日の主治医面談について、14時から予定してますので主治医へ時間確認をして

いきましょう。

・織田　比佐子様～オムツ内に血性～淡茶褐色の帯下見られています。日当直の佐々木先生へ状態報告

し、経過観察の指示受けています。月曜日主治医へ報告し、婦人科受診を含め検討していきましょう。

＜ＳＳＴ評価＞
≪Ａ・Ｂユニット≫
○ウォーミングアップ～三社大祭について、お祭りでの想い出
○テーマについてのミーティング～短期目標設定
○個別アプローチ
・谷地　サエ様～拒否無く表情良く参加されている。短期目標設定では目標をスタッフと一緒に考えると「じゃあこの目標で頑張ってみようかしら。」と前向きに話されている。不機嫌さなし。穏やかである。
· 木ノ下　ツヨ様～表情良く参加されている。積極的な発言も多く聞かれた。
○総括
拒否無く全員参加すること出来ている。短期目標設定では前回の目標を覚えている方がおり、それを踏まえ今月の目標を立てている方もいました。全体的には良かったと思いますが、今後はより一人一人に目を向け興味・関心を示されるよう工夫をしていこうと思います。

≪ＣＤユニット≫
○ウォーミングアップ～軽体操
○テーマについてのミーティング～短期目標設定
○個別アプローチ
・五十嵐タイ様～ホールにて参加。短期目標では自ら考え目標を発表する事出来ている。
・鈴木　正長様～自ら積極的に発言することが少なかったがスタッフの質問にはきちん返事されていた。
・山田　典子様～自主的に参加。短期目標では自ら考え目標を発表する事出来ている。
○総括
短期目標を自ら述べること出来ている。
また落ち着いた様子で参加出来ている患者様がほとんどでした。

全体的に落ち着いた状態で進めることができたSSTでした。

